
S c h u b e r t  /  O v e r t u r e  i n  t h e  I t a l i a n  S t y l e  N o . 1  

W . A  M o z a r t  /  C l a r i n e t  C o n c e r t o  K . 6２2

M e n d e l s s o h n  /  S y m p h o n y  N o . 3 " S c o t t i s h ”

フィリアホール

チケット
全席指定・税込

横浜市青葉区民文化センター
東急田園都市線青葉台駅直結

Monday October 13th at 15:00 (Doors open at 14:30) 

Philia Hall,  Tokyo Sqaure Aobadai 5F

S席 3,000円　A席 2,000円
https://teket.jp/4757/54414

※出演者、曲順が変更になる場合がございます。予めご了承ください。

All seats are reserved



お問合わせ 東京アカデミーオーケストラ事務局
tao-office@googlegroups.com

SNS

InstagramTAOホームページ
https://tao.jpn.org/

Facebook

　 1991年に結成された室内オーケストラで、通称”TAO”の名称で親しまれています。
　団員は約30名。早稲田大学交響楽団（通称ワセオケ）、慶應義塾ワグネル・ソサィエティー・オーケストラ（通称ワグ
ネル）等の大学オーケストラ首席経験者が中心となって組織されました。
　 指揮者をおかないオーケストラとしてはアメリカの「オルフェウス室内管弦楽団」が有名ですが、TAOも彼ら同様、
指揮者なしでメンバーがリハーサルセッ ションを重ね、十分な時間と研究を重ねて音楽を造り上げていきます。「コア」
と呼ばれるメンバーがそれぞれ責任を持ちコンセンサスを醸成していく手法は、 組織を運営する手法として「オルフェ
ウス・プロセス」と呼ばれ、経営学の分野でも注目されています。
　 メンバーは全員が職業を持ちながら休日の活動として音楽活動を真摯に続けています。アマチュアながら、コンクー
ルに入賞するものや海外での演奏経験のあるもの、室内楽活動を行っているメンバーもおり、私たちの演奏レベルは非
常に高く評価いただいています。
　 定期演奏会として、春と秋の年二回の自主コンサートを開催しています。演奏会毎のレパートリーの選択は常にチャ
レンジングな曲を選択するように心がけ、ユニークなコンセプトとテーマを演奏会毎に持ち続けています。

　クラリネット奏者 グレゴール・ヒンターライターは1988年に
リンツで生まれ、10歳のときにタールハイム音楽学校でマルク
ス・シュタイングルーバーのもとで初めてクラリネットのレッ
スンを受けた。その後、ウィーン国立音楽大学でヨハン・ヒン
ドラーのクラスに移り、2014年に優秀な成績でディプロマ試験
を修了した。「プリマ・ラ・ムジカ」コンクールで3度の全国優
勝を果たし、特別賞も何度か受賞したことにより、受賞者コン
サートに招待された。
　ソリスト及び、室内楽奏者としての活動も活発で、ウィーン
楽友協会、ウィーン・コンツェルトハウス、リンツのブルック
ナーハウスなど、国内外で演奏を行ってきた。 2009年秋にはウ
ィーン国立歌劇場の舞台管弦楽団に参加し、2015年にはウィー
ン・フィルハーモニー管弦楽団のオーディションに合格。2017
年からは同団の首席クラリネット奏者を務め、2019年秋にはウ
ィーン・フィルハーモニー管弦楽団の会員に正式に迎え入れら
れた。

グレゴール・ヒンターライター

“指揮者のいないオーケストラ”　東京アカデミーオーケストラ 
Tokyo Academy Orchestra

フィリアホール
横浜市青葉区民文化センター

〒227-8555　神奈川県横浜市青葉区青葉台2-1-1
青葉台東急スクエア South-1 本館 5階
045-985-8555

◇電車でお越しのお客様
　東急田園都市線「青葉台駅」より徒歩3分

◇お車でお越しのお客様
　青葉台東急スクエア 駐車場をご利用ください。

ウィーンフィルハーモニー交響楽団 首席クラリネット奏者

グレゴール・ヒンターライター氏からのメッセージ

　日本のオーケストラと共演するのは、私にとって今
回が初めてです。
　私は常に、音楽における対話と相互理解を大切にし
ており、TAOの指揮者に頼らずに一体感を築き上げて
いくこのスタイルに強く共感しています。
　このたび、そのような魅力を持つTAOの皆さんと共
演できることを、心から楽しみにしています。


